
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめまして。『レインボーバス通信』です。このお便りでは、区バス・乗合タ

クシーなど、南区における生活交通の話題を不定期でお届けしていきます。 

第１号（平成 27年１０月発行） 

月 

レインボーバス通信 
発行：南区自治協議会 

月 

レインボーバス通信発行に寄せて（南区自治協議会からのメッセージ） 

南区自治協議会（第１部会）ではこれまで、イベント会場で

の区バス展示・車内装飾や、「南区公共交通完全ガイド」の作

成・配布、区バス絵画コンテストの開催など、区バス等の利用

啓発活動に継続的に取り組んでまいりました。 

この度、活動の一環として、区バスに関するニュースや利用

状況などを直接、皆様にお届けするためにレインボーバス通信

を発行することにいたしました。区バスへの関心と親しみを深

めていただき、区バスをはじめとする南区の生活交通を守って

いくことの大切さについて、少しでもご理解いただければ幸い

に存じます。 

南区自治協議会第１部会 会長 佐々木 彰治 

レインボーバス（南区区バス）は普段、主にどん

な方が利用されているのでしょうか？ 

「レインボーバス（南区区バス）」は、区郊外⇔区中心部、

南区⇔近隣ＪＲ駅（さつき野駅・田上駅）とを結び、南区

の生活交通を確保している乗合バスです。 

１日の区バス平均利用者数（H27.4-9 月）は約１０３人

で、利用の割合が高い順に、高校生による通学利用、次い

で大人の通院・買い物の移動のための利用、次いで小学生

の通学利用の順となっており、主に自動車を運転しない方

の大切な「生活の足」として利用されています。 

平成 27年 4-9月 

区バスの平均利用者数（１日あたり） 

 

小学生 

25.3人 
大人 

35.2人 

中高校生 

42.3人 

合計１０２．８人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南区の区バス利用者は、ここ数

年で5,000人以上減少しており、

区バスの収支率は、全区の中で最

も低い状況にあります。 

利用者数の減少に歯止めをかけ

て、一定の収支率を上回らないと、

区バス路線の維持が難しくなるこ

とから、早急に改善を図っていく

必要が生じています。昨年度は利

用者減少に一定の歯止めがかか

り、今年度に入り、ルートによっ

ては増加傾向にある区バスもあり

ますが、一方で昨年度を大きく下

回っているルートもあります。 
将来的に運転免許返納などにより、車を運転しない方

が増えることを考えると、バス路線の維持はとても大切

なことと言えます。病院でのアンケート調査でも「今は

バスを利用していないが、将来的に車を運転できなくな

れば、バスのお世話になるので、無くなるのは困る」と

の声も多くいただきました。バスが必要になった時に、

バスが無くなっているという事態は避けなくてはなり

ません。そのためにも、 

「バスに乗ることでバス路線を守る」 
ことが大切です。普段は区バスに乗らない方からも、た

まにでも、少しでも、月１回でも、実際に区バスに乗っ

ていただくことが、地域のバス路線を守ることにつなが

りますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

たまにでも、少し

でも区バスに乗る

ことで、地域のバス

路線を守ろう！ 

＜レインボーバス通信に関するお問合せ＞ 
南区自治協議会事務局 新潟市南区白根１２３５（南区役所内）電話 025-372-6605 

レインボーバス（南区区バス）の利用者数の推移について 

地域のバス路線を守るため、私達にできること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南区の区バスは多くの応援団に支えていただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前述の区バス収支率改善のためには、運賃収入だけでなく広告収入も重要です。 

南区では全区の中で最も多くの企業・団体の方から車体広告をいただいています。 

単位：人 


